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自動給水栓取扱い説明書

　この『ＡＶ自動給水栓』は、かんがい用水の節約と水管理等の

労働時間の短縮を図ることを目的に開発されたものです。

　お買い上げいただいた方に、この『ＡＶ自動給水栓』を正しく

お使いいただくために、取扱い説明書を作成しましたので、必ず、

お読み戴きますようお願い申し上げます。
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　　　　　　　　の取扱いについて
事　　　項 取 扱 い 等 の 説 明

『自動給水栓』とは （１） 　この『 』は、水田のかんがい用パイプラインの

末端に設置される給水弁で、『給水栓本体部』と『センサー部』

からなっており、それらを２本のチューブで接続します。

（図−１を参照）

（２） 　この『 』を『自動』により操作（給水）する

ことによって、“かんがい用水の節水”と“水管理等の労働時間

の短縮”が図られます。

（３） 　この『 』は、『手動』によって操作（給水）す

ることも出来ます。

（４）　『給水栓本体部』のエルボ（先端部のねじ部分）に『アタッチ

メント』を接続し、その『アタッチメント』にホース等を更に

接続することにより、畑、樹園地、ハウスのかん水・散水が出

来るほか、苗代の用水、トラクター・田植え機等の洗浄も出来

ます。

※『アタッチメント』については、８頁をご覧下さい。

センサー部

チューブ

水田

田面

表土

畦畔

図 -1

給水栓本体部
給水栓ボックス
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事　　　項 取 扱 い 等 の 説 明

『給水栓本体部』とは （１）　『給水栓本体部』は、『センサー部』と接続する２本のチューブ

によって『開』、『閉』が伝えられ、自動的に“給水を開始した

り”、“給水を停止したり”する機構になっています。

（２）　『給水栓本体部』の構造及び部品等の名称については、下図の

とおりです。（図−２を参照）

（３）　この『給水栓本体部』は、『切換ツマミ』と『水量調整ハンド

ル』の操作のみで“給水”することが出来ます。

　なお、『空気弁』には触れないで下さい。

平面図

図－3

チューブ受口

切換ツマミ

ボルト

エルボ
水量調整ハンドル

空気弁

洗浄用ピストン

図－2

フィルター

弁体

ボディー

ダイヤフラム

洗浄用ピストン
水量調節ハンドル

切換ツマミ

空気弁

チューブ受口

エルボ

断面図
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事　　　項 取 扱 い 等 の 説 明

『切換ツマミ』の操作

⑴『自動』で給水をす
　る場合

⑵『手動』で給水をす
　る場合

（１）　『自動』で給水をする場合

　『センサー部の目盛板』に『上限

水位』及び『下限水位』をセット

したら、次に『切換ツマミの自

動　 』を『矢印⇨』に合わせ

ると自動的に“給水”を開始し

ます。（図−４を参照）

（注） 『センサー部』については、

４頁をご覧下さい。

（２）　『手動』で給水をする場合

① この『 』を『手動』により“給水”をすると

きは、『センサー部』を使用せず『給水栓本体部』の『切換ツ

マミ』の操作のみで“給水”を行うことが出来ます。

② 『切換ツマミの開　』を『矢印

⇨に合わせると“給水”を開始

します。（図−５を参照）

（注） この場合『切換ツマミ』の

部分から水が、少々出る機構

になっております。

③ 『切換ツマミの閉　』　を『矢印

⇨』に合わせると“給水”は停

止します。（図−６を参照）

（注） この場合、“給水”が完全に

停止するまでに約 �0 秒程

度かかります。

図－4

図－5

図－6

手動（閉）の場合

手動（開）の場合

自動の場合

切換ツマミ 矢印

切換ツマミ

矢印

切換ツマミ
矢印図－4

図－5

図－6

手動（閉）の場合

手動（開）の場合

自動の場合

切換ツマミ 矢印

切換ツマミ

矢印

切換ツマミ
矢印

図－4

図－5

図－6

手動（閉）の場合

手動（開）の場合

自動の場合

切換ツマミ 矢印

切換ツマミ

矢印

切換ツマミ
矢印

自動

閉

開
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事　　　項 取 扱 い 等 の 説 明

『センサー部』とは

『センサー部』の設置
方法

（１）　水稲の生育に応じた水位を『センサー部の目盛板』に『上限

水位』（給水を停止したい水位）と『下限水位』（給水を開始し

たい水位）をセットすることにより、水稲の生育に応じた水位

をこの『センサー部』が検出すると、『給水栓本体部』を操作（給

水又は、停止）する役目をもっております。（図−７を参照）

（２）　『センサー部』の構造及び部品等の名称については、下図のと

おりです。

（１）　『センサー部の目盛板』等の操作は、畦畔側から行いますので、

『目盛板』が畦畔側を向くように、『センサー部』を設置して下

さい。（図−８及び９を参照）

図－7

フロート

目盛板

固定フレーム

センサーケース蓋

下限フロートストッパー

下限水位調節ねじ

自動切換弁

上限水位調整ねじ

上限フロートストッパー

センサーケース

田面の高さ
　　（白線で表示）

通水口

水位目盛（cm）

図－8

図－9

平面図

断面図
農道

農道

センサー部

センサー部
チューブ

水田

水田

自動給水栓本体部

田面
表土

畦畔
（農道の路肩のり面等）

畦畔

切換ツマミ

（農道の路肩のり面等）

図－8

図－9

平面図

断面図
農道

農道

センサー部

センサー部
チューブ

水田

水田

自動給水栓本体部

田面
表土

畦畔
（農道の路肩のり面等）

畦畔

切換ツマミ

（農道の路肩のり面等）
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事　　　項 取 扱 い 等 の 説 明

『センサー部』の操作
方法

（２）　『センサー部』の設置は、田

面 よ り 深 さ 約 ��cm・直 径

��cm の穴をスコップ等で堀

り、『センサー部』をその穴に

埋めて下さい。

（図− �0 を参照）

（３）　その場合、『センサーケース』の

外側にある『埋設基準線（田面の

位置を白線で示す）』を田面の高

さに合わせて設置し、周りを埋

め戻しながら固定をします。

（４）　『センサー部』の周りを埋め戻す際、そのセンサーケース内に

土が入らないようにして下さい。

（５）　『センサー部』の設置は、田面に垂直になるように設置をして

ください。

（６）　『センサー部』の下にコンクリート板や砂利等を敷かないよう

にしてください。

（１）　『目盛板』に水位をセットする時

は、まず、『センサーケースの蓋』

を取り外してください。

（２）　水稲の生育に必要な水位を

『目盛板』の水位を示す数字に

合わせて、まず、『上限水位』を

セットします。（図− �� を参照）

（３）　『自動』によって“給水”を

することにより、一定の水位

の確保と過剰取水の防止が出

来るので、“かんがい用水の

節水”が図られます。

（注）この『 』による具体的な『水管理の方法』につ

いては、��・�� 頁の『 による水管理の方法

（例）』等をご覧ください。

センサー部の目盛り板の使用方法

図－10

図－11

センサーケース蓋

センサーケース

埋設基準線（白線）

穴を掘る

水田

田面

田面

上
限

下
限

目盛板

上限水位調整ねじ

下限水位調整ねじ

上限水位指針

下限水位指針

調整ねじをゆるめ、指針を希望の
水位（上限・下限）に合わせ、調
整ねじをしめる。

センサー部の目盛り板の使用方法

図－10

図－11

センサーケース蓋

センサーケース

埋設基準線（白線）

穴を掘る

水田

田面

田面

上
限

下
限

目盛板

上限水位調整ねじ

下限水位調整ねじ

上限水位指針

下限水位指針

調整ねじをゆるめ、指針を希望の
水位（上限・下限）に合わせ、調
整ねじをしめる。
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事　　　項 取 扱 い 等 の 説 明

『給水栓本体部』と
『センサー部』の
チューブの連結

（１）　この『 』を『自動』により操作（給水）をする

時は、『給水栓本体部』と『センサー部』を２本のチューブで

連結をしてください。（図− �� を参照）

（２）　『チューブ受口』は、センサー部の『上側』と『下側』で区分

されており、『チューブ』の連結は、それぞれの『チューブ受口』

の位置と表示に従って連結をしてください。

（３）　『チューブ』の接続（差し込み方・抜き方）は、ワンタッチで

すので簡単に出来ます。（図− �� 及び �4 を参照）

（４）　『チューブ』は、長さ ��0cm のものがセットしてありますが、

長すぎる場合は、適当な長さに切ってから使用してください。

（注）『チューブ』の切断面が、斜めにならない様にカットしてくだ

さい。

図－12

センサー部給水栓本体部

チューブ受口

チューブ受口

上側

上
下

下側

チューブ受口

チューブ受口

チューブ

図－13 図－14

１　チューブの差し込み方 １　チューブの抜き方

「ワンタッチ継手受口」 「ワンタッチ継手受口」

（注）チューブを「ワンタッチ継手受口」

　　にそのまま差し込む

（注）「ワンタッチ継手受口」の「ア」

　　の部分を押しながらチューブ

　　を引き抜く

ア

図－13 図－14

１　チューブの差し込み方 １　チューブの抜き方

「ワンタッチ継手受口」 「ワンタッチ継手受口」

（注）チューブを「ワンタッチ継手受口」

　　にそのまま差し込む

（注）「ワンタッチ継手受口」の「ア」

　　の部分を押しながらチューブ

　　を引き抜く

ア

（注）「チューブ受口」のプッシュリングを
押さないとチューブはロックがかかっ
ており抜けません。
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事　　　項 取 扱 い 等 の 説 明

『水量』の調整方法 （１）　この『 』の水量の調整は、『給水栓本体部』

の上部の中央にある『水量調整ハンドル』を回すことにより、

水量の調整をすることが出来ます。（図− �� を参照）

（２）　給水量を多く出したいときは、『水量調整ハンドル』を緩める

（左回し）ことによって吐出量が増えます。又、給水量を少な

くするときは、『水量調整ハンドル』を絞る（右回し）ことによっ

て吐出量は少なくなります。

（注）　流量条件によっては、弁を絞って使用しますと弁体が振動し

損傷につながる恐れがあります。振動が生じた場合は、振動が

なくなるまで「水量調整ハンドル」を緩めて（左回し）弁を開

けてご使用ください。

図－15

水量を少なくするとき 水量を多くするとき

水量調整ハンドル

※「水量調整ハンドル」を絞る
（右回し）

※「水量調整ハンドル」を開ける
（左回し）
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事　　　項 取 扱 い 等 の 説 明

『アタッチメント』とは

日常の維持管理等

　⑴ゴミ詰り対策

　⑵�通水時の注意事項

（１）　『給水栓本体部』の吐出口（エルボ）の先端部に『ねじ部』があり、

その部分に『アタッチメント』（竹の子式・��mm、�0mm、

��mm、�0mm 及びマチノ式等）を接続することが出来ます。

（２）　『アタッチメント』にホース等を接続することにより、畑・樹

園地・ハウス等のかん水・散水が出来るほか、苗代等の用水、

田植え機の苗箱の補給水及び、トラクター・田植え機等の洗浄

にも使用することが出来ます。（図− �� を参照）

（注）この『アタッチメント』は、別売りになっております。

（１）　『給水栓本体部』のフィルター及

びチューブ等のゴミ詰まりを防

止するため『洗浄用ピストン』を

設けてありますので、時々、この

『洗浄用ピストン』を数回押して

ください。

　この場合、給水をしている状

態のときに押してください。

（図− �� を参照）

（２）　パイプラインの施工をした直

後等は、パイプの中に土砂や

ゴミ等が溜っている場合があ

るので、はじめて“通水”をす

るときは、必ず、この土砂やゴ

ミ等を排泥弁等より十分に吐

出してください。

図－16

アタッチメントの種類

ホース

アタッチメント

呼び径16mm 呼び径20mm

呼び径50mm マチノ式

呼び径25mm

80mmアタッチメント
16mm, 20mm, 25mm
50mm及びマチノ式

50mmアタッチメント
16mm, 20mm, 25mm
及びマチノ式

給水栓のゴミ詰まりの洗浄方法

図－17

洗浄用ピストン

フィルター
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事　　　項 取 扱 い 等 の 説 明

　⑶『センサー部』の周
　　辺のゴミ対策

　⑷�『センサー部』の
保管

　⑸『給水栓本体部』　
　　の保管

　⑹維持管理の注意事
　　項

（３）　水田の表面にあった藁クズやゴミ等が、水田に水を張ること

によって水面にそれらのゴミ等が浮いてきます。そして、風が

吹くとそれらのゴミ等は『センサー部』の周辺に集まり、『セ

ンサー部』（特にフロート）の作動の邪魔をしたりすることが

あるので『センサー部』の内部や周辺に溜まっているゴミ等を

取り除いてください。

（４）　水稲の収穫の前には“落水”をしますが、落水後は、この『セ

ンサー部』は使用をしなくなるばかりか、稲刈り機による農作

業の邪魔になるので、『給水栓本体部』から『２本のチューブ』

と『センサー部』を取り外し、自宅に持ち帰り、水洗いをした

後、乾いたら“ポリ袋”等に入れて保管してください。

（５）　この『給水栓本体部』は、耐食性・耐寒性・耐衝撃性に優れた“プ

ラスチック”で製造しておりますが、使用をしないときは、給

水栓ボックスに『蓋』をするとともに、『給水栓本体部』に“ポ

リ袋”等を被せておくと、更に長持ちを致します。

（６）−１　この『 』の、主要な金属部分は、“ステ

ンレス”になっておりますので錆びません。従って、グリース

や油を差さないで下さい。

（６）−２　長期保存、休転時または使用中の温度変化により、ダイ

ヤフラム部のボルトに緩みが生じ漏れる恐れがあります。もし、

漏れが生じた場合はボンネットとボディ間のボルト・ナットを

締め付けてください。（下図参照ください。）

ボルト・ナット
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事　　　項 取 扱 い 等 の 説 明

　⑺�凍結防止について 特に冬期においては、自動給水栓内に水が入っていますと水の凍結・
膨張により自動給水栓が破損する恐れがあります。これを防止する
為に次のようないずれかの対策を行ってください。

（７）−１　自動給水栓を凍結による破損から守る為には、まず第一
に落水する（自動給水栓内の水を抜く）様にしてください。落
水方法は下記の要領にて行ってください。

① 自動給水栓上流側の仕切弁を全閉にし、自動給水栓への給水
を止めてください。（仕切弁より下流側の配管内の水を抜い
てください。）

② 自動給水栓に圧力がかかっ
ていない事を確認し、右図の
様に連絡チューブをエルボユ
ニオンより抜きます。この時、
チューブの曲り、破損、紛失が
無いように注意してください。

（チューブの抜き方は６頁の
⑶を参照してください。）

（７）−２　上記の対策が出来ない場合は、保温対策を行い自動給水
栓が凍結しないようにしてください。

① 自動給水栓の保護ボックスを設置するとともに、保護ボック
スには蓋をしてください。（蓋をすることで保温効果があり
ます。）（注）強風により蓋が飛ばされる恐れがありますので、
蓋が風に飛ばされないようにしてください。

② 自動給水栓の保護ボックスの開口部側に溝を作り、その部分
に板等を差し込んで外部からの冷たい風の侵入を遮断するこ
とで保温効果があります。更に、ボックス内部をウレタン等
で囲うとより効果的です。

③ 自動給水栓の本体部にポリ袋等を被せ、そのポリ袋の下部を
ガムテープ及びヒモ等でとめると、（ワンタッチ継手・エル
ボユニオン等の）凍結防止効果があります。また、被せたポ
リ袋等の上を、古毛布等で、その上に再度ポリ袋を被せるこ
とで、更に効果的です。

外す

エルボユニオン

チューブ

保温対策例

蓋

保護ボックス
溝
ポリ袋等

ポリ袋等

ガムテープ、ヒモ

毛布

外す

エルボユニオン

チューブ

保温対策例

蓋

保護ボックス
溝
ポリ袋等

ポリ袋等

ガムテープ、ヒモ

毛布
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事　　　項 取 扱 い 等 の 説 明

作動不良のときの
対応

　⑴『フロート』が作動

　　しない

　⑵�給水をしないとき

（１）　万一、『センサー部のフロート』が、作動しないときは、次の

ことを“チェック”するとともに次の処置をして下さい。

①　 設置した『センサー部』が傾いていないか。

〔処　置〕

『センサー部』が傾いていたら垂直に設置をしてください。

②　『フロート』が、土の中に埋まってないか。

〔処　置〕

『センサー部』の内部に溜まっている土を取り除き、『フロー

ト』が、スムーズに作動するようにしてください。

③　『フロート』に泥やゴミ等が固着してないか。

〔処　置〕

『フロート』に固着している泥やゴミ等を水で洗い流して

ください。

（１）　『給水をしないとき』は、次のことをチェックするとともに、

下記の処置をして下さい。

①　 『切換ツマミ』が『手動の　　』になっていませんか。

〔処　置〕

『　　』になっていたら、『　　　』に切換えてください。

②　『水量調整ハンドル』が締まっていないか。

〔処　置〕

『水量調整ハンドル』が締め切り状態になっていたら、そ

の『ハンドル』を緩めて（左回し）ください。

自動閉

閉
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事　　　項 取 扱 い 等 の 説 明

　⑶�給水が止まらない
とき

　（弁が閉じないとき）

（１）　万一、『弁が閉じないとき』は、次のことを“チェック”する

とともに、下記の“処置”をして下さい。

①　 『センサー部の目盛板』に『上限水位及び下限水位』を正

しくセットしたにも拘わらず『給水が止まらない』ときは

､『切換ツマミ』を“チェック”して下さい。

〔処　置〕

『切換ツマミ』が『手動の　　』になっていたら、『　　　』

に切換えて下さい。

②　 『給水栓本体部の弁座』に異物がはさまっていないか、に

ついて“チェック”をして下さい。

〔処　置〕

ア ）『給水栓本体部』の上部

にある『切換ツマミ』を

手動の『　　』にします。

イ ）『給水栓本体部』の吐

出口（エルボ）を上の方

に向けるとともに吐出口

（エルボ）の先端部を手

のひらで押さえてくださ

い。（図− �� を参照）

ウ）『給水栓本体部』の上部にある『切換ツマミ』を『手

動の　　』にするとともに、『給水栓本体部』の上部に

ある『水量調整ハンドル』を徐々に緩め（左回し）ます

と吐出量が増し、手のひらで押さえている吐出口（エル

ボ）の部分に、水圧がかかってきます。

　　そして、その水圧が段々と強くなり、押さえきれなく

なったところで、吐出口（エルボ）から手を離します。

そうすると、弁体と弁座の隙間にあった小石、小魚、貝

類等の異物は、水圧によって給水と一緒に取り除かれます。

自動開

閉

開

エルボ

図－18
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事　　　項 取 扱 い 等 の 説 明

　⑷�その他

③　 ②の方法でも『給水栓本体部の弁座』の異物が除去できな

い場合。

〔処　置〕

『給水栓本体部の弁座』に異物がはさまっているものの処

置は大変危険ですので、土地改良区等と十分相談をしたう

えで、次の処置をしてください。

ア ）『給水栓本体部の弁座』の処置をする場合は、『ポンプ』

が停止しているか。又は、そのかんがい用水のパイプラ

インの上流側の『制水弁』が閉じていることを十分確認

したうえで、次の作業をして下さい。（図− �� を参照）

イ ）右の図の『ア』の部分の

チューブを外して下さい。

ウ ）『自動給水栓』の上部

にある『水量調整ハンド

ル』を緩めて（左回し）

ください。

エ ）『自動給水栓』の上部の

『ボンネット』と『ボンネッ

ト取付台』を固定するた

めの３本のボルト（右の図

のＡ，Ｂ，Ｃ）を外し、『ボン

ネット部分』を上に引き抜

いてください。

オ ）上から覗くと異物が見

えますので、その異物を

取り除いてください。

カ ）異物を取り除いたら、

『ボンネット』部分を取

り付け、ボルトを締めて

ください。

キ ）『ア』の部分のチュー

ブを取り付けて下さい。

　上記の（１）〜（３）の処置をしても解決しないときは、土地改

良区等にご連絡下さい。

　弊社の社員等が現地に出向いて調整・補修等の作業を行います。

給水栓本体部

図－19

（チューブ受口）

ボルトＢ

ボルトA

ボルトC

ア



の水管理

　水稲の合理的な水管理は、その地方の気象条件、稲の品種、育苗様式、田植えの時
期、土壌・水利条件、それぞれの農家の技術水準等によって違います。
　ここでは、一般的な水稲の水管理の方法について記載しますので参考にして下さい。
１水稲の水管理のやり方（一般的な例）

２ＡＶ自動給水栓による水管理の方法（例）
（１）　代掻き用水の場合

① 　代掻き用水を給水するときは、その地区を数ブロックに分割して給水をします。そ

の場合、パイプラインの系統、又は、地形等を考慮して“一つの給水ブロック”設定

します。

② 　そのブロックごとに“ローテーション”を取り組んで“給水”をすると、地区内の

水田等に“給水”をすることが出来ます。

　 　その場合、『センサー部の目盛板』に代掻きに必要な水位が確保出来るようにセット

するとともに、『自動』により“給水”をします。

③ 　代掻き用水の確保が出来たら、水田に設置した『センサー部』を一時取り除き、畦

畔等に置きます。

④ 　そして、代掻きと田植え作業をしますが、それらの作業が終わったら、再び、その

水田に『センサー部』を設置します。

　 　その場合、『センサー部の目盛板』に水稲の育成に必要な『上限水位』と『下限水位』

を正しくセットして“水管理”をしてください。

（２）　田植え直後の場合

　水稲を移植して活着するまでは、水稲が水没

しない程度の水深で水稲の保定と保温を図る

とともに葉の乾燥を防ぎ、早期に活着させるよ

うにします。

　そのためには、目盛板の『上限水位』を３cm

のところにセットするとともに『下限水位』を１cm

のところにセットします。（図− �0 参照）

◆田植え直後は浅めにかんがいした場合

　上限水位　田面上　３cm

　下限水位　田面下　１cm

— �� —— �4 —
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目盛板のセット 水位変動の模式図
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目盛板のセット 水位変動の模式図
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（３）　穂ばらみ期の場合

　穂ばらみ前後は、水稲の生育に一番大切な

時期ですので、深めにかんがいをしながら生

育を促進させます。

　そのためには、目盛板の『上限水位』を９

cm のところにセットするとともに『下限水

位』を４cm のところにセットします。（図

− �� 参照）

◆生育時は深めにかんがいした場合

　上限水位　田面上　９cm

　下限水位　田面下　４cm

（４）　中干し期の場合

　田面から水を落とし、水稲の無駄な分けつの発生を防ぐとともに土中に酸素を送り根

の伸長を図ります。

◆ 　この『 』は、自動で操作が出来ますが、より長い中干しが必要なと

きは、『切換えツマミ』を『閉』にすることにより給水は完全に停止します。

（５）　間断かんがい期の場合

　水稲の刈り取りをする �� 日（程度）前ま

では、間断かんがいを行います。

　これは、水田に水を入れた後、数日間その

ままにしておき、土がしまってきたら、又、

水を入れるという方法です。

　これを繰り返すことによって、水稲の根の機能

低下を防ぐとともに水稲の生育を促進します。

　そのためには、目盛板の『上限水位』を７

cm のところにセットするとともに『下限水

位』を−３cm のところにセットして、水位

幅を大きくします。（図− �� 参照）

◆生育期に間断かんがいをした場合

　上限水位　田面上　７cm

　下限水位　田面下　−３cm

（６）　深水かんがいの場合（例）

　冷害等による水稲の減収を防止するため、その地方の気象と水稲の生育の時期に合わ

せた的確な水管理（深水対策等）をすることが大切です。

　そのためには、目盛板の上限水位を ��cm にセットします。そして、気象状況等に注

意するとともに、更に深水（��cm 以上）をするときは、『切換えツマミ』を『開』にし

て“給水”して下さい。

※ 深水かんがいをするときは、気温と水温の差が少ない夜間に“給水”をするようにし、

日中には、“給水”をしないようにして下さい。

水位幅・５cm｝

水位幅・�0cm｝
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販売代理店

●このカタログに記載してある仕様等は製品改良のため予告なく変更することがありますのでご了承ください。
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